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●要約 

著者らは、ラットの肝臓および腎臓においてシスプラチンが誘発するグルタチオン（ＧＳ

Ｈ）とグルタチオンＳ転移酵素（ＧＳＴ）の活性の変化に対してＭ４が及ぼす影響を研究

し、シスプラチンで処置することで肝臓および腎臓でのＧＳＨおよびＧＳＴの活性に有意

な減少が見られたことを述べる。Ｍ４（６％）を添加した食餌を与えながらシスプラチン

で処置すると、肝臓および腎臓でのＧＳＨとＧＳＴの活性にシスプラチンが及ぼす影響が

逆転した。これらの結果は、Ｍ４を添加した食餌を与えることで、シスプラチンで誘発さ

れる毒性に対する防護が可能であることを示している。 

 

シスプラチンは、精巣、卵巣、その他の癌の治療用に市販される薬品のうち最も効果の高

いものの一つである。動物および癌患者において、この化合物による毒性の影響を被る身

体部位は主として腎臓である。シスプラチンにより腎毒性が誘発されるのは、プラチナが

蛋白質チオールまたは thiomethy1 の群と共有結合を作るためである。シスプラチンによる

腎毒性において役割を演じている可能性があるのは、腎臓でのグルタチオン（ＧＳＨ）お

よびグルタチオンＳ転移酵素（ＧＳＴ）の活性の減少と、高分子合成の減退である。 

 

アーユルヴェーダ薬草補助食品アムリット４には、抗新生物特性と、アドリアマイシンで

誘発される毒性に対する防護効果があることが示されている。本調査は、シスプラチンで

誘発されるラットの肝臓および腎臓におけるＧＳＨおよびＧＳＴの活性の変化に対して、

Ｍ４を添加した食餌が及ぼす影響を研究することを目的としている。 

 

ラットの肝臓および腎臓におけるＧＳＨおよびＧＳＴの濃度に対して、シスプラチンおよ

びＭ４による処置が及ぼす影響を提示する。シスプラチン（５ｍｇ／ｋｇ、ｉ．ｐ．）は肝

臓および腎臓におけるＧＳＨおよびＧＳＴの活性を有意に減少させた。シスプラチンによ

る処置は、肝臓および腎臓におけるＧＳＨの濃度をそれぞれ２４％と２０％減少させた。

シスプラチン投与後、肝臓および腎臓におけるＧＳＴの濃度はそれぞれ４１％と２０％減

少した。Ｍ４（６％）を食餌に添加する処置だけを行った場合、肝臓および腎臓における

ＧＳＨおよびＧＳＴの活性に対する有意な影響は見られなかった。しかしながら、Ｍ４

（６％）を食餌に添加することで、肝臓および腎臓におけるＧＳＨおよびＧＳＴの活性に

対するシスプラチン処置の影響が逆転した。肝臓および腎臓におけるＧＳＨ濃度は、シス

プラチンを投与されただけのグループよりも、Ｍ４が添加された食餌を与えられシスプラ



チンを投与されるグループの方が有意に高かった（ｐ＜０．０５）。同様に、肝臓および腎

臓におけるＧＳＴ濃度は、グループ２よりもグループ４の方が有意に高かった（ｐ＜０．

０５）。グループ４の値は、対照グループの値と同様であった。以上の結果は、薬草補助食

品Ｍ４を食餌に添加することで、シスプラチンで誘発される毒性から肝臓および腎臓が防

護された可能性があることを示している。 


